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Abstract: I assessed the reintroduction of wolves to Japan to control the population of deer from ecological and 

social engineering standpoint. At first, I predicted the decent habitat region for the wolves in Japan using 

minimum viable population after estimating the area by the habitat model, in which wolves can live. The 

dynamics of the wolves and deer population are projected by the dynamics model. I also assessed the merit of 

the reduction of the deer density, such as the alleviation of crop damage by deer. In my study, Hokkaido was 

chosen as the area of the wolf reintroduction by the habitat model, and the deer population was reduced 

dynamically by the wolves. 
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１．背景と目的	
 

近年，野生動物による被害が多発し，特にシカによる獣害が顕著である．2008年度のシカによる農

作物被害額は 58億円で被害総額の約 3割を占める1)．さらにシカは生息密度が高くなると植生にも影

響を与え，食害による植生変化などの生態系被害が多く報告されている2)． 

これらの被害対策としてオオカミの再導入がある．アメリカのイエローストーン国立公園では 1995

年に 66頭のオオカミを導入し，植生被害を与えていたエルクの個体数管理に貢献している3)． 

そこで本研究では日本におけるオオカミ再導入の可能性を生態学と社会工学の側面から評価する． 

 

２．日本におけるオオカミの生息可能域推定	
 

2.1	
 分析方法	
 

（１）ロジスティック回帰分析によるオオカミ生息可能域の推定	
 

日本におけるオオカミの生息可能域を推定するために、実際にオオカミが生息するスペインの生息

域データ（10kmメッシュ）を用いた．土地利用，標高，人口密度のデータを説明変数にロジスティ

ック重回帰分析を行い，スペインにおけるオオカミの生息可能域を判別する関数を複数作り、日本の

データを用いてオオカミの生息可能域を推定した． 

（２）日本における適正オオカミ生息域選定	
 

オオカミの最小存続可能個体数（MVP: minimum viable population）とスペインにおけるオオカミの

生息密度より，オオカミが存続するために必要な面積を求め，（１）で得られた地域とシカの分布域を

加味して日本におけるオオカミの適正生息地域を選定した． 

2.2	
 結果と考察	
 

スペインにおいて的中率が最も高かったモデルは的中率 75%と十分に高く，これを用いた場合の日

本における生息可能メッシュ数は 122（12200km2）であった（図 1）．これに加えて，オオカミのMVP

の値は100から200であり4)，スペインの対象地域における生息密度が5.0~7.0頭/100km2であるから5)，

1429~4000km2の面積が必要である．よって図 1における地域の中で北海道や長野県周辺は生態学的に



適正な地区と推定され、面積が最も広い北海道の網走周辺（1500km2）が最も導入できる可能性が高

い地域であると推定された． 

 

３．シカとオオカミの個体数予測	
 

3.1 目的と方法	
 

日本にオオカミを再導入させたときにシカの個体数がどの程度減少するか算出した．Milner‐

Gullandら6)によるシカの個体数予測のマルコフモデルと Nilsenら7)のオオカミを個体数する個体ベー

スモデルを用いて捕食率が生存率や繁殖率に影響を与えるモデルを使用した． 

3.2 結果と考察	
 

網走地区にオオカミを導入した際のシカとオオカミの個体数を予測した．網走周辺のシカの生息密

度を 4.8頭/km2とし8)，オオカミを 1.0頭/100km2導入した予測図が図 2である．これよりシカの生息

密度は 0.7頭/km2まで下がり、オオカミの生息密度は 0.6頭/100km2に収束した． 

 

４．社会工学的評価	
 

シカの生息密度が減少することによる農作物被害額の減少を評価した． 

 

５．結論	
 

オオカミの再導入によりシカの個体数密度減少は実現できたが，予測された密度は実際のスペイン

の密度よりもかなり低く，絶滅の可能性が高い．よってモデルの改良が求められる． 
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図１ロジスティック回帰分析による  

日本におけるオオカミの生息可能地域  

 
図 2北海道におけるシカとオオカミの個体数予測  


